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本市を南北に流れる阿武隈川の東側に位置する地域は、起伏の多い阿武隈山系の丘陵地帯であ
り、須賀川市、本宮市、田村市、三春町、小野町、平田村の３市２町１村に接しています。
また、郡山駅東口周辺の地域は、阿武隈
川まで平坦な土地が広がっており、商業・
工業施設と住宅が共生した東部地域の玄関
口となっています。
両地域は、磐越自動車道の郡山東イン
ターチェンジをはじめ、東北新幹線や東北
本線、磐越東線、水郡線などを有するとと
もに、福島空港とのアクセスが容易である
など、高速交通網の要衝である本市の中で
も、地理的優位性の高い地域です。

本地域は、本市発展の礎となった郡山駅東口周辺や中央工業団地等の企業の集積をはじめ、昭和
４０年の合併などにより、東北地方をリードする中核市としての伸展を支えてきました。
阿武隈川以東の丘陵地帯では、葉たばこや養蚕、畜産が盛んでしたが、起伏の多い地形や水利条
件の乏しさなどを解消するため、昭和５５年から「国営郡山東部地区総合農地開発事業」が、その後「郡
山地域農用地総合整備事業」が実施され、農業基盤の整備が進められました。

また、一方では、平成５年の福島空港の
開港や平成９年の磐越自動車道の全線開通
をはじめ、東部ニュータウン、市立美術館、
（仮称）東部森林公園や大安場史跡公園等の
都市基盤整備が進められるなど、地域発展
の可能性が高まりつつあります。

阿武隈川（西田町）

福島空港

2 歩 み

1 地 勢
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1  人口の推移
本市の人口は、大正１３年の市制施行からこれまでは増加の一途にあり、特に、昭和４０年から６０年

までに実施された国勢調査（５年毎に実施）の推移では、毎回約５～９％の増加と非常に高い伸び
を示し、昭和６０年には３０万人を突破しました。
このような中、本地域では、昭和６０年以降、宅地開発等が進められている郡山駅東口周辺や東部

ニュータウンなど、人口が増加している地区がある一方、阿武隈川以東の旧郡山地区や田村、西田、
中田地区においては、人口減少が進んでいます。これは、少子高齢化や若者の流出等によるもので
あり、今後、高齢者世帯や高齢者の一人暮らしの増加、農業の後継者不足、地域の産業やコミュニ
ティ（※１）、さらには、公共交通の維持などが大きな課題となってくることが予想されます。
国立社会保障・人口問題研究所（※２）（平成２０年１２月推計）によると、今後、本市全体の人口

が、平成２２年をピークに減少の傾向となり、平成４７年にはピーク時の約９．４％が減少すると推計され
ていることから、本地域における人口減少の傾向は、さらに大きくなっていくことが予想されます。

郡山市の人口の推移

東部地域の人口の推移

地区別人口の推移における地区割内容
　
■郡山駅東口周辺地区
西をＪＲ東北本線、東を阿武隈川、北を逢瀬川、南
を県道小野郡山線に囲まれた地区。

　
■旧郡山（阿武隈川以東）地区
緑ヶ丘、阿久津、白岩、下白岩、横川、安原、あぶ
くま台、蒲倉、荒井、大平、水門町、十貫河原、上
野山、道場地区。

　
■その他（安積・富久山の一部）地区
安積町日出山神明下・大洲河原・一本松及び富久山
町北小泉・南小泉・堂坂地区。

　
■田村地区
　
■西田地区
　
■中田地区
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注）「郡山駅東口周辺地区」、「旧郡山（阿武隈川以東）地区」、「その他（安積・富久山の一部）地区」別の人口に
ついては、各年の国勢調査の結果を本市独自で集計した速報値となっています。
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注）（※2）国立社会保障・人口問題研究所 （平成20年12月推計）

3 人口等
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2  年齢別人口の推移
本市全体の『年齢別人口構成比』については、年少人口、生産年齢人口（※３）とも年々減少傾
向にあり、平成１７年の国勢調査では、年少人口は平成１２年と比較して３，４８２人（約△６．３％）減少す
るなど、少子化が進んでいます。
このような中、旧郡山地区においても少子高齢化の傾向は見られますが、生産年齢人口は増加傾
向にあります。一方、田村、西田、中田地区は、年少人口、生産年齢人口とも年々減少傾向にあり、
平成７年の国勢調査では、西田地区や中田地区において、さらに、平成１２年の国勢調査では田村地
区において、老年人口が年少人口を上回る結果となりました。

郡山市の年齢別人口構成比

平成１７年平成１２年平成７年平成２年昭和６０年

３３８，８３４人３３４，８２４人３２６，８３３人３１４，６４２人３０１，６７３人人口

５２，００２人５５，４８４人６０，０１１人６５，２７４人６９，６７２人年少人口
（０～１４歳）

２２６，５０８人２２７，０６５人２２３，８７０人２１４，８２９人２０５，７２６人生産年齢人口
（１５～６４歳）

６０，１６０人５２，１３１人４２，８９７人３３，１２７人２６，２６３人老年人口
（６５歳以上）

１６４人１４４人５５人１，４１２人１２人年齢不詳

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

65歳以上 年齢不詳15歳～64歳0～14歳
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各地区の年齢別人口の推移

年齢不詳65歳以上15歳～64歳0～14歳 年齢不詳65歳以上15歳～64歳0～14歳
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4,903 4,833
2 5

1,105

3,422

759

1,083 963 777 657

3,278
3,125

2,943 2,952

882
1,062

1,181 1,219

国勢調査実施年
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7,576 旧郡山地区

65歳以上15歳～64歳0～14歳 年齢不詳65歳以上15歳～64歳0～14歳
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口
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中田地区
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7,5767,5767,576

注）「旧郡山地区　年齢別人口の推移」については、字ごとの年齢別人口が不明なため、「郡山駅東口周辺地区」及び「旧郡
山（阿武隈川以東）地区」等の人口ではなく、旧郡山地区全体の数値を掲載しています。
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3  産業別就業人口
本市の就業状況をみると、平成１２年の１６５，５１７人を

ピークに減少傾向にあります。
また、産業別の就業人口をみると、第１次産業、第２
次産業ともに減少傾向にあります。特に、平成１７年の国
勢調査によれば、田村、西田、中田地区においては、第
１次産業就業者が昭和６０年と比較して半数以下と大きく
減少する結果となりました。一方、第３次産業は年々増
加傾向にあり、産業構造の変化が進んでいます。

郡山市の産業別就業人口の推移

第１次産業：農業、林業、漁業
第２次産業：鉱業、建設業、製造業
第３次産業：電気・ガス・熱供給・水道業、運輸・通信業、卸売・小売業、飲食店、
　　　　　　金融・保険業、不動産業、サービス業、公務ほか

平成１７年平成１２年平成７年平成２年昭和６０年区　　分

１５９，６４３人１６５，５１７人１６４，０１９人１５５，７５９人１４６，９６６人総　　　 数

７，５０５人８，６３９人１０，３９６人１３，９８６人１８，３５８人第１次産業

３８，７９３人４６，１７５人４７，１５２人４６，４１７人４２，１９２人第２次産業

１０９，９４２人１０８，８１４人１０５，５４８人９４，８７１人８６，１０７人第３次産業

３，４０３人１，８８９人９２３人４８５人３０９人分 類 不 能

分類不能第3次産業第2次産業第1次産業

郡山市　産業別就業人口の推移

人　
　
　

口

（人）

昭和60年 平成2年 平成12年平成7年 平成17年

国勢調査実施年
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各地区の産業別就業人口の推移
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中田地区
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注）「旧郡山地区　年齢別人口の推移」については、字ごとの年齢別人口が不明なため、「郡山駅東口周辺地区」及び「旧郡
山（阿武隈川以東）地区」等の人口ではなく、旧郡山地区全体の数値を掲載しています。
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本地域は、豊かな自然に加え、伝統文化や歴史的資源、
自然や貴重な文化財を生かした公園、地域特産品など、
さまざまな地域資源が豊富な阿武隈川以東の地域と、郡
山駅東口周辺をはじめとした都市空間との調和が図られ
た地域です。
また、住民の自主的・主体的取り組みとして、地産地

消（※４）の推進や販路拡大を目的とした直売所の設置、
地域づくりのための地域振興協議会や観光協会の立上げ
など、地域活動等も盛んに行われているとともに、大学をはじめとする高等教育機関が数多くあり、
人材の育成など、地域づくりを進めていくうえで、大きな力となっています。
さらに、郡山東インターチェンジや福島空港とのアクセスの容易さから、本市の高速交通網の要
衝としての一翼を担う重要な地域であり、さらなる経済発展の可能性を秘めています。

本地域の特性でもある「豊かな自然環境」（２４．１％）が最も多い結果となりました。

　実施期間：平成２０年７月２４日～８月１１日
調査対象：１５歳以上の市民２，０００名［東部地域１，０００名、その他市域１，０００名］
　　　　　※地域、性別、年代を考慮した無作為抽出による
回　答　数：６０５名（回答率：３０．２５％）

4 魅 力

身近な地域で誇りに思うもの　※東部地域在住者抜粋

0 10％ 20％ 30％

豊かな自然環境

充実した生活基盤（道路や公園、下水道など）

都市的生活と田園生活が共存できる環境

地産地消などによる安心できる食生活

地域の文化・歴史

充実した地域コミュニティや互助の仕組み

活発な他の地域との交流

活発な世代間交流

充実した観光資源

充実した地場産業や農業等への就業機会

その他

24.1%

13.5%

11.3%

9.4%

4.3%

4.1%

1.2%

1.0%

0.7%

0.5%

2.9%

宇津峰（田村町）

Q

市民アンケート結果

市民アンケートの概要
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○田村地区の魅力
田村地区は、高等教育機関をはじめ、産業を支える中央工業団地やインキュベーション（※５）
施設などの工業生産・起業拠点を有するとともに、東北最大の前方後方墳である大安場古墳を中心
とした大安場史跡公園が整備され、さらには、安土桃山時代に築城された守山城の跡や、江戸時代に
徳川御三家の一つ水戸藩の支藩として繁栄した守山藩に関わる歴史・文化などが継承されています。
また、森林資源を生かした（仮称）東部森林公園の整備も進んでいます。

県道二本松金屋線

県道江持谷
田川停車場

線
県道江持谷

田川停車場
線

県道江持谷
田川停車場

線
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⑧

①中央工業団地
②上行合人形
③日本大学工学部
　日本大学工学部の桜
④インキュベーションセンター
⑤東部勤労者研修センター
⑥大善寺のフジ

⑦甚日寺供養塔
　護摩堂趾供養塔
　両界曼荼羅
⑧田村神社の桜
　田村神社
　田村神社本殿・脇社々殿
　坂上田村麻呂
⑨大安場史跡公園
⑩ふるさとの森スポーツパーク

⑪東山霊園の桜
⑫金沢調整池
⑬（仮称）東部森林公園
⑭守山城跡
⑮磨崖三十三観音
⑯光照寺念仏堂
⑰彌明の桜
⑱JR磐城守山駅
⑲JR谷田川駅

⑳御井戸の清水
　宇津峰
　宇津峰の桜
㉑二ツ石山
㉒一盃山
㉓糠塚の獅子舞
㉔田村地域交流センター
㉕蓬田岳

裏川

上石川

黒石川

前川
谷
田
川

県道田村安積線

県
道
須
賀
川
三
春
線

東
北
新
幹
線

県
道
飯
野
三
春
石
川
線

県
道
小
野
田
母
神
線

阿
武
隈
川

谷
田
川

49

県
道
谷
田
川
三
春
線

田村行政センター

東部地域東部地域は、は、数多数多くのくの地域資源地域資源をを有有していますしています。。
地区地区ごとに、いくつかをごごとに、いくつかをご紹介紹介しますします。。

インキュベーションセンター（※６）大安場史跡公園 田村神社
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○西田地区の魅力
西田地区は、高柴デコ屋敷やペグマタイト岩脈、室町時代の水墨画家雪村が晩年を過ごしたと言
われる雪村庵などを有し、観光地としても有名です。また、内出のサクラや天神夫婦桜などの桜や、
地域特産の梅を生かした地域づくりが進められています。

子和清水

ペグマタイト岩脈
絵馬 神馬図

内出のサクラ

天神夫婦桜

三春人形木型

銅鐘

平田尚範書状

西田
地域交流
センター

白岩川

天神川

県道本宮三春線

県道三
春日和

田線

県
道
二
本
松
三
春
線

東
北
新
幹
線

阿
武
隈
川

山王桜

雪村庵
雪村桜

郡山東ＩＣ
磐越自動車道

桜
川

県道二本松金屋線

木造大日如来坐像
（伝観音像）

梅ロード
「梅の里」梅まつり

高柴調整池

高柴デコ屋敷

高柴デコ祭り
（ひょっとこ踊り・七福神踊り）

小和滝公園
小和滝公園の桜

西田ふれあいセンター

関根の石造五輪塔婆
関根の石造塔婆

288

雪村庵 高柴デコ祭り
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○中田地区の魅力
中田地区は、江戸幕府の天領（※７）であった地区もあり、貴重な文化である柳橋歌舞伎や獅子
舞などの民俗芸能が多く継承されています。また、紅枝垂地蔵ザクラや上石の不動桜など、桜を生
かした地域づくりや小泉八雲の民話にも登場するおしどり物語、海老根手漉き和紙等を生かした地
域づくりや農業資源を生かした都市と農村との交流も進められています。

上石の不動桜

国見山のカタクリ

大
滝
根
川

須
賀
川
三
春
線

北高倉・南高倉の三匹獅子

海老根の大カヤ
五百目の名水

谷
田
川
三
春
線

黒
石
川県

道
飯
野
川
三
春
線

海老
根川

忠七桜

黒木の
石造三層塔

天王桜

県道小野郡
山線

蛇石川

五斗蒔田桜

菅布禰神社のケヤキ

黒石荘
柳橋歌舞伎

中津川の大キャラ

中田地域交流センター

二ツ石山 一盃山

木造観音菩薩半跏像
古絵馬・七面

木目沢の三匹獅子

龍ヶ岳公園の桜

篠坂の神楽

鞍掛山

黒石山

柳橋の太々神楽
柳橋の三匹獅子

伊勢桜

中田町情報発信基地（直売所）
中田ふるさと祭り

秋蛍

海老根手漉き和紙

算額

中田ふれあいセンター

紅枝垂地蔵ザクラ

花木団地

紅枝垂地蔵ザクラ 秋　蛍
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○旧郡山地区（阿武隈川以東）の魅力
旧郡山地区（阿武隈川以東）は、郡山駅を含む中心市街地
から近く、快適な日常生活を支える居住空間と豊かな自然や
特産品などのさまざまな地域資源を有しています。また、文
化施設として市立美術館もあり芸術鑑賞の機会にも恵まれた
地区です。

○郡山駅東口周辺地区の魅力
郡山駅東口周辺地区は、明治後期、沼上発電所（※８）からの送電開始以降、多くの工場が集積
し、本市発展の一翼を担っています。また、商業施設や遊戯施設、高等教育機関の立地が進められ
ており、賑わいと活力の創出が図られつつあります。さら
に、その周辺には、住宅地が広がっています。
今後、本地域の玄関口として、駅東口広場の整備や各種都
市機能の集積などにより、本地域の活性化の中心的な地域、
さらには、本市の発展を支える地域となることが期待されま
す。

高等教育機関
（専門学校）

東部ニュータウン

郡山駅東口広場

ＪＲ郡山駅

逢瀬川

美術館通り

芳賀池県道小野郡山線

県道郡山大越線

東
北
本
線

テクノカレッジ郡山
県立郡山高等技術専門校

市立美術館

県道斉藤下行合線

桜川

ＪＲ磐越東線

県
道
二
本
松
金
屋
線

阿
武
隈
川

県
道
郡
山
大
越
線

大
滝
根
川

谷田川

ＪＲ舞木駅

県道阿久津舞木
停車場線

荒井浄水場

288

288

市立美術館（安原町）

沼上発電所
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本計画の策定段階において実施した「市民アンケート調査」の結果をもとに「地区懇談会」での
意見等を踏まえ、本地域の現状や課題について分析しました。

全体の調査結果では、「ずっと住み続けたい」（３８．６％）が最も多く、「できるなら住み続けた
い」（３４．５％）と合わせると、７割を超える地域住民が住み続けたいと回答しています。
年齢別にみると、２０代から７０代以上までは、全体と概ね同じ結果となっていますが、１０代につ
いては、「ずっと住み続けたい」と「できるなら住み続けたい」を合わせて、半数以下と、全体よ
り少ない結果となりました。
今後、さらに、本地域の持つ豊かな自然やさまざまな地域資源を生かした、子どもから高齢者
まで、ふるさとへの愛着や郷土愛の持てる地域づくりを進めていくことが重要です。

5 現状と課題

どちらともいえない  17.7％

住み続けたくない  7.5％

できるなら住み続けたい
34.5％

ずっと住み続けたい  38.6％

《全体（東部地域在住者）》

無回答  1.7％

今後も今の居住地域に住み続けたいか（東部地域在住者抜粋）

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（人）

10代 1 3 3 3

20代 3 13 2

30代 12 14 3 15

40代 14 19 5 9

50代 32 26 1 12

60代 24 10 6 7 1

70代

ずっと住み続けたい

25 16 4 4 1

できるなら住み続けたい 住み続けたくない どちらともいえない 無回答

《年齢層別の回答数》

Q1
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全体の調査結果では、「通勤・通学に不便」（１４．３％）、「買い物が不便」（１４．３％）、「まちに魅力
を感じない」（１４．３％）が最も多く、次に「医療・福祉の面で不安」（１１．７％）、「住宅環境がよく
ない」（９．１％）の順となっています。
今後、少子高齢・人口減少社会が進展する中、「住み続けたい」と思える地域づくりを進めるた

めには、安全で快適な道路や橋りょうの整備、利用しやすい公共交通体系の構築、さらには、商
業施設や公共公益施設、医療福祉施設の充実など、ユニバーサルデザイン（※９）の考え方を取
り入れた、すべての人が暮らしやすい生活環境の向上を図るとともに、住民が自ら行う地域づく
りや課題解決への取り組み、地域活動の推進役となる人材育成への支援などを進める必要があり
ます。

0％ 10％ 20％

通勤・通学に不便

買い物が不便

まちに魅力を感じない

医療・福祉の面で不安

住宅環境がよくない

余暇を楽しむ場が少ない

人間関係がよくない

商売や事業経営に不利

人口減少により地域活動が維持できない

教育上の問題

気候があわない

その他

14.3％

14.3％

14.3％

11.7％

9.1％

7.8％

6.5％

6.5％

6.5％

3.9％

0.0％

5.2％

《全体（東部地域在住者）》

通勤・通学に不便
買い物が不便
まちに魅力を感じない
医療・福祉の面で不安
住宅環境が良くない
余暇を楽しむ場が少ない

注） Q2は複数回答可としているため、Q2の「年齢層別の回答数」の合計と、Q1の「住み続けたくない」の
　　「年齢層別の回答数」の合計は等しくなりません。

人間関係がよくない
商売や事業経営に不利
人口減少により地域活動が維持できない
教育上の問題
気候が合わない
無回答

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20
（人）

10代 2 2 3 3 1 1

20代

30代 2 1 2 2 1

40代 3 1 2 2 2 3 1 3 1

50代 1 2 1 2 1 1 1 1

60代 2 4 3 3 1 1 1 2

70代 1 1 2 2 2 1 1 1

《年齢層別の回答数》

住み続けたくない理由（東部地域在住者抜粋）Q2
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東部地域在住者の回答では、「開発と保全の調和の取れた土地利用を行う」（５８．７％）が最も多
く、次に「農地・山林については現在のまま保全に努める」（１７．４％）の順となっています。地域
外在住者も概ね同じ結果となっています。
今後の土地利用においては、地域の財産や誇りとなっている豊かな自然や貴重な文化財等を守
りながら、自然環境と調和した都市基盤の整備を進めるなど、「開発と保全」を基本とした地域づ
くりを進める必要があります。

東部地域在住者の回答では、「身近な生活道路の整備」（９．２％）が最も多く、次に「医療施設の
整備」（７．４％）、「玄関口としての郡山駅東口周辺の整備」（７．３％）の順となっています。地域外
在住者では、「医療施設の整備」や「玄関口としての郡山駅東口周辺の整備」が最も多い結果となっ
ています。
本地域の活性化を図るためには、道路や橋りょう、安全施設、公園、さらには、医療施設など
といった都市基盤の整備の推進が求められています。

阿武隈川以東の東部地域の土地利用をどうすべきか

《東部地域在住者》 《地域外在住者》

都市化の進展など、
新たな宅地等の開発を図る
14.7％

わからない  6.1％
無回答  3.1％

開発と保全の調和の
取れた土地利用を行う
58.7％　

農地・山林に
ついては現在のまま
保全に努める
17.4％

都市化の進展など、
新たな宅地等の開発を図る
10.6％

わからない  9.3％
無回答  3.2％

開発と保全の調和の
取れた土地利用を行う
57.0％　

農地・山林に
ついては現在のまま
保全に努める
19.9％

0％ 10％ 20％0％10％20％

身近な生活道路の整備
医療施設の整備

玄関口としての郡山駅東口周辺の整備
幹線道路の整備

防犯灯やカーブミラーなど安全施設の整備
公園や緑地の整備
橋の整備

公共交通機関の整備
防災施設の充実
遊休農地の解消

5.2％

7.7％

7.7％

7.2％

6.3％

4.9％

4.1％

4.9％

0％

6.1％

9.2％

7.4％

7.3％

7.1％

6.8％

5.5％

5.1％

5.0％

4.3％

4.2％

東部地域在住者 地域外在住者

Q3

阿武隈川以東の東部地域の地域活性化のために優先すべきこと　※全26項目中上位10項目Q4
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東部地域在住者の回答では、「商業施設の誘導などにより商業の振興を図る」（３２．７％）が最も
多く、次に「緑地の整備など居住環境の向上を図る」（３２．１％）の順となっています。地域外在住
者も概ね同じ結果となっています。
今後の土地利用においては、魅力と活力のある商業地づくりや、ゆとりある居住環境の向上な
どによる賑わいと安らぎの創出を目指す必要があります。

東部地域在住者の回答では、「東西交通の円滑化（跨線橋の整備など）」（９．９％）が最も多く、
次に「商業施設の誘導」（８．０％）、「ＪＲ郡山駅東口広場の整備」（７．４％）の順となっています。
地域外在住者も概ね同じ結果となっています。
本地域の活性化を図るためには、郡山駅東西間の交通の円滑化（道路・橋りょう等）、駅東口広
場や公共施設などといった都市基盤の整備、商業施設や医療施設の充実などを図ることが求めら
れています。

0％ 10％ 20％0％10％20％

東西交通の円滑化（跨線橋の整備など）
商業施設の誘導

ＪＲ郡山駅東口広場の整備
身近な生活道路の整備
医療施設の整備
幹線道路の整備
東西自由通路の整備
公共交通機関の整備

防犯灯やカーブミラーなど安全施設の整備
公園や緑地の整備

9.9%

8.0%

7.4%

6.8%

6.5%

6.1%

5.9%

5.5%

4.9%

11.6%

8.2%

7.5%

4.1%

5.1%

5.9%

6.6%

4.6%

4.6%

5.3%

4.8%

東部地域在住者 地域外在住者

郡山駅東口周辺地域の地域活性化のために優先すべきこと　※全26項目中上位10項目Q6

郡山駅東口周辺地域の土地利用をどうすべきかQ5

《東部地域在住者》 《地域外在住者》

都市化の進展など、
新たな宅地等の開発を図る
10.6％

わからない  8.9％

工業の集積を生かし
工業の振興を図る
13.3％

無回答  2.4％

商業施設の誘導などにより
商業の振興を図る  32.7％

緑地の整備など
居住環境の向上
を図る
32.1％

都市化の進展など、
新たな宅地等の開発を図る
10.2％

わからない  10.9％

工業の集積を生かし
工業の振興を図る
9.6％

無回答  2.9％

商業施設の誘導などにより
商業の振興を図る  32.4％

緑地の整備など
居住環境の向上
を図る
34.0％



20第5章　東部地域を取り巻く状況  ●

東部地域在住者の回答では、「担い手農家と後継者の育成・確保」（１５．９％）が最も多く、次に
「地産地消の促進」（１２．８％）の順となっています。地域外在住者も概ね同じ結果となっています。
農業においては、担い手の育成や確保など、将来にわたり持続的に発展する農業の振興を図る
必要があります。また、商工業や観光との連携による地産地消（※４）や販路拡大への取り組み
が重要になります。

東部地域在住者の回答では、「既存商店街の活性化」（１８．９％）が最も多く、次に「企業誘致や
育成の強化」（１１．６％）、「大型ショッピングセンターの誘致」（１１．１％）の順となっています。地
域外在住者も概ね同じ結果となっています。
商業においては、地域に密着した魅力ある商店街づくりを進めるとともに、賑わいをもたらす
商業施設の充実を図る必要があります。
また、工業においては、企業の育成や人材の確保、さらには、戦略的な企業誘致を進める必要
があります。

0％ 10％ 20％0％10％20％

既存商店街の活性化
企業誘致や育成の強化

大型ショッピングセンターの誘致
商業後継者の育成
物流機能の充実

高度技術に対応できる人材の確保
新たな工業団地の整備

研究所などの知的産業の誘致
商工会などの組織の連携強化
産学官連携による起業家支援
商・工業における融資対策の充実・強化

その他

18.9%

11.6%

11.1%

9.0%

7.2%

6.7%

4.9%

4.4%

3.9%

3.6%

3.2%

0.9%

15.9%

11.4%

10.7%

8.5%

5.3%

6.9%

3.8%

5.9%

4.0%

3.8%

4.6%

0%

東部地域在住者 地域外在住者

東部地域の商・工業の発展に大切だと思うことQ8

0％ 10％ 20％0％10％20％

担い手農家と後継者の育成・確保
地産地消の促進
遊休農地の解消

地域ブランド確立や販売体制の整備
付加価値の高い農産物の生産
食の安全を守るための情報提供
有機栽培農法の導入

農畜産物の生産性を高める環境づくり
都市と農村の交流
農業基盤の整備

地元企業・団体との連携強化
その他

15.9%

12.8%

12.3%

11.3%

8.2%

8.2%

6.1%

5.6%

5.3%

4.1%

3.2%

0.2%

16.7%

11.1%

9.1%

10.9%

10.9%

9.5%

4.0%

6.7%

3.7%

5.6%

3.4%

0.2%

東部地域在住者 地域外在住者

東部地域の農林業の発展に大切だと思うことQ7
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東部地域在住者の回答では、「歴史や自然、文化などを生かした観光資源の創出」（１５．７％）が
最も多く、次に「個性ある特産品の開発」（１４．３％）などの順となっています。地域外在住者も概
ね同じ結果となっています。
観光においては、本地域の持つ豊かな自然や伝統文化などといった地域資源を生かすととも
に、東部地域らしい特産品の開発や販路拡大、受入れ体制の充実、周辺地域との連携強化による
戦略的な広域観光ネットワークの構築を図る必要があります。

0％ 10％ 20％0％10％20％

歴史や自然、文化などを生かした観光資源の創出
個性ある特産品の開発
祭りやイベントの開催

特産品などの販売体制の整備
観光情報の提供

観光ＰＲや売込み戦略の充実
全国大会等の誘致（コンベンションの推進）
広域的な観光ルートの連携
来訪者に対するおもてなしの心などの醸成
国際化に対する環境づくり
関連団体の組織強化

その他

15.7%

14.3%

11.8%

9.6%

7.3%

6.7%

6.3%

6.1%

4.4%

4.3%

2.6%

0.7%

15.7%

13.0%

12.0%

10.9%

6.6%

9.1%

5.4%

5.3%

4.8%

3.0%

3.0%

0.3%

東部地域在住者 地域外在住者

東部地域の観光の振興に大切だと思うことQ9

日本大学工学部の桜（田村町）

内出のサクラ（西田町）

忠七桜（中田町）


